
座
談
会
●
同
志
社
の
中
等
教
育

5

れ
た
レ
ン
ガ
建
築
の
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
、
放

課
後
も
生
徒
が
多
く
、
学
校
全
体
が
い
き
い
き

し
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

同
志
社
中
学
校
に
は
大
き
く
、
次
の
よ
う
な

特
色
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
、生
徒
の
自
主
性
が
重
ん
じ
ら
れ
、

あ
ら
ゆ
る
場
で
生
徒
が
主
人
公
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
点
、
二
つ
目
は
、
学
年
礼
拝
や
全
校
礼

拝
で
、
教
員
や
卒
業
生
、
学
外
の
方
を
招
い
て
、

い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

生
徒
た
ち
は
そ
こ
で
、
人
生
の
指
針
や
さ
ま
ざ

ま
な
視
点
を
学
ん
で
い
ま
す
。
三
つ
目
は
、
授

業
が
知
的
刺
激
に
溢
れ
て
い
て
、
楽
し
み
な
が

ら
深
く
学
ん
で
い
る
と
い
う
点
、
四
つ
目
は
、

学
校
五
日
制
を
導
入
す
る
際
に
行
事
を
あ
ま
り

カ
ッ
ト
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す
か
ら
、
人
間

と
し
て
の
総
合
力
を
形
成
す
る
「
学
び
の
場
」

と
し
て
の
行
事
を
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
で

す
。五

つ
目
は
、
ク
ラ
ブ
活
動
が
盛
ん
な
こ
と
で

す
。
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て

い
て
、
一
人
で
複
数
に
入
っ
て
い
る
生
徒
も
い

ま
す
。
学
年
を
越
え
た
交
流
が
な
さ
れ
る
と
と

も
に
生
徒
と
教
師
の
人
間
的
ふ
れ
合
い
も
貴
重

な
財
産
と
な
り
ま
す
。

六
つ
目
は
、
本
校
に
は
才
能
を
も
っ
た
生
徒

が
大
勢
い
ま
す
の
で
、
周
り
の
友
人
か
ら
学
び

合
う
関
係
が
密
だ
と
い
う
点
、
七
つ
目
は
、
合

唱
祭
で
男
子
の
歌
声
と
女
子
の
歌
声
と
が
相
ま

っ
て
一
つ
の
す
ば
ら
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
な
る

よ
う
に
、
男
子
生
徒
、
女
子
生
徒
の
そ
れ
ぞ
れ

が
も
っ
て
い
る
良
さ
が
学
校
の
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
で
相
乗
効
果
を
な
し
て
い
る
の
で
す
。

八
つ
目
は
、
中
学
校
と
高
等
学
校
が
離
れ
た

場
所
に
あ
り
ま
す
か
ら
、
行
事
を
始
め
と
す
る

あ
ら
ゆ
る
場
で
中
学
生
が
主
体
性
を
発
揮
で
き

る
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
六
・
三
・
三
制

度
の
前
期
中
等
教
育
の
完
成
度
の
点
か
ら
も
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

司
会
●
次
に
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
の
富
永

先
生
、
お
話
し
く
だ
さ
い
。

女
子
が
主
体
性
を
も
ち

自
由
と
自
立
の
道
を
選
ん
で
い
く

―
女
子
中
高
―

富
永
●
同
志
社
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
は
京

都
・
今
出
川
通
り
に
あ
り
、
同
志
社
女
子
大
学

と
隣
接
し
た
場
所
に
あ
り
ま
す
。

一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
に
京
都
御
苑
内
で

女
子
教
育
が
始
め
ら
れ
、
翌
年
に
同
志
社
分
校
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あ
ら
ゆ
る
場
で

生
徒
が
主
人
公

―
中
学
校
―

川
瀬
●
同
志
社
中
学
校
は
、
京

都
・
烏
丸
今
出
川
の
同
志
社
大

学
と
同
じ
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
り

ま
す
。
生
徒
数
は
一
学
年
三
百

二
十
人
の
規
模
で
す
。
他
校
の

先
生
方
が
同
志
社
中
学
に
来
ら

れ
た
と
き
、
異
口
同
音
に
雰
囲

気
が
と
て
も
よ
い
と
お
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
緑
が
溢
れ
、
統
一
さ

司
会
●
今
年
度
か
ら
公
立
学
校
が
学
校
五
日
制

を
実
施
し
、
ま
た
文
部
科
学
省
が
指
導
要
領
を

改
定
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
中
等
教
育
に
関
心

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
中
学
、
高
校
で
は
大
学

よ
り
い
ち
早
く
少
子
化
の
影
響
も
現
れ
て
い
る

と
聞
き
ま
す
。
同
志
社
は
五
つ
の
中
学
・
高
校

を
も
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
理
念

や
伝
統
を
い
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
状
況

に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
こ
で
今
回
、
同
志
社
の
各
中
学
校
・
高

等
学
校
が
ど
の
よ
う
な
教
育
を
行
っ
て
い
る
の

か
を
、
あ
ら
た
め
て
紹
介
し
、
同
志
社
の
こ
れ

か
ら
の
中
等
教
育
の
あ
り
方
を
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
各
学
校
の
特
色
を
紹
介
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

座談会

同
志
社
の
中
等
教
育

│
現
在
と
こ
れ
か
ら

出
席
者
（
発
言
順
）

川
瀬

勝
也
（
中
学
校
）

富
永

竹
彦
（
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
）

山
崎

敏
昭
（
高
等
学
校
）

湯
浅

博
（
香
里
中
学
校
・
高
等
学
校
）

春
日

清
彦
（
国
際
中
学
校
・
高
等
学
校
）

司
会

本
誌
編
集
委
員

同
志
社
に
お
け
る
中
等
教
育
　
　
―
各
校
の
特
色
―

川瀬勝也氏

かわせ・かつや／1945年長野県生ま
れ。東京学芸大学教育学部卒業後、横
浜の浦島ケ丘中学校勤務、'69年に同志
社中学校に就職し、今日まで技術教育
に専念する。主な著書『技術教育』
（一ツ橋書房）、『たのしくできる中学
校技術科の授業』（あゆみ出版）、『技
術科教育法』（明治図書）など（いず
れも共著）。

中学校生徒は重要文化財の礼拝堂で礼拝を行っている



富永竹彦氏

とみなが・たけひこ／1944年大阪府生
まれ。'66年同志社大学文学部英文学科
卒業後、1年間仏教系の中高校に奉職。
'67年同志社女子中学校・高等学校に英
語教諭として就職。2000年度から教頭
の任にあたっている。

座
談
会
●
同
志
社
の
中
等
教
育

7

行
事
も
精
選
し
、
学
力
保
障
に
心
が
け
ま
し

た
。
つ
ま
り
、「
六
年
間
で
し
っ
か
り
と
し
た

教
育
を
す
る
」
こ
と
が
本
校
の
特
長
で
あ
り
、

使
命
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
六
年
間
の
一

貫
教
育
で
「
し
っ
か
り
と
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

で
学
力
保
障
を
す
る
」「
し
っ
か
り
と
生
活
指
導

を
す
る
」「
し
っ
か
り
と
生
徒
・
保
護
者
と
信
頼

関
係
を
き
ず
く
」
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

司
会
●
続
い
て
同
志
社
高
等
学
校
の
山
崎
先

生
、
お
願
い
し
ま
す
。

伝
統
あ
る
授
業
や
学
園
祭
で
自
主
性
を
養
う

―
高
等
学
校
―

山
崎
●
同
志
社
高
等
学
校
は
京
都
岩
倉
の
地
に

あ
り
ま
す
。
広
々
と
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
は
緑
豊

か
で
、
生
徒
た
ち
は
の
び
の
び
と
学
校
生
活
を
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女
紅
場
と
称
し
て
開
校
し
ま
し
た
。
以
来
、
女

子
単
学
の
学
校
と
し
て
伝
統
を
き
ず
き
あ
げ
て

き
ま
し
た
。

本
校
の
教
育
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
、

聖
書
に
い
う
「
地
の
塩
」「
世
の
光
」
と
な
る

女
性
、
つ
ま
り
知
的
教
養
だ
け
で
な
く
、
キ
リ

ス
ト
教
的
人
生
観
・
世
界
観
を
身
に
つ
け
た
主

体
性
の
あ
る
人
間
を
育
て
る
こ
と
で
す
。

本
校
は
本
年
度
か
ら
学
校
五
日
制
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
始
め
ま
し
た
が
、
中
学
校
で
は
基
礎

学
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い

ま
す
。
六
年
間
一
貫
し
て
教
育
に
た
ず
さ
わ
れ

る
こ
と
も
あ
り
、
英
語
、
数
学
、
理
科
の
科
目

で
は
部
分
的
に
高
校
課
程
も
導
入
し
て
い
ま
す
。

高
校
三
年
生
で
は
、
自
分
の
進
路
を
考
え
て
自

主
的
に
科
目
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
、
必
修
単

位
の
半
分
以
上
を
選
択
科
目
に
し
て
い
ま
す
。

山崎敏昭氏

やまざき・としあき／1958年静岡県生
まれ。京都大学理学部卒業後、'80年に
同志社高等学校に理科教員（物理・地
学）として就職し、現在に至る。'93年
から、同志社大学工学部嘱託講師とし
て理科教育法も教える。私立中学高等
学校理科研究会、科学教育研究協議会
など、各研究会で授業研究、新しい実
験法の研究などをすすめている。本年
は、イギリス物理学会が作成した新し
い高校物理カリキュラム「アドバンシ
ング物理」の研究会を組織し、高大連
携を生かした公開講座などにも取り組
んでいる。

送
っ
て
い
ま
す
。

自
治
、
自
立
、
自
由
と
言
い
ま
す
が
、
何
よ

り
大
切
な
の
は
、
生
徒
が
自
ら
発
見
し
て
い
く

こ
と
だ
と
私
た
ち
は
考
え
て
い
ま
す
。
自
分
で

発
見
し
て
身
に
付
け
た
も
の
は
、
与
え
ら
れ
た

も
の
よ
り
も
は
る
か
に
魅
力
的
で
す
。

一
般
の
高
等
学
校
で
は
普
通
、
一
年
生
で
基

礎
的
な
学
習
を
し
て
、
二
年
生
か
ら
文
系
と
理

系
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
い
き
ま
す
が
、
本
校

は
一
九
四
八
年
の
新
制
高
校
発
足
以
来
、
築
き

上
げ
て
き
た
教
育
ス
タ
イ
ル
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
維
持
し
て
い
て
、
文
系
、
理
系
コ
ー
ス
が
あ

り
ま
せ
ん
。
す
べ
て
の
生
徒
が
理
科
や
社
会
科

な
ど
全
教
科
を
学
ぶ
の
が
特
徴
で
す
。
本
校
に

も
当
然
選
択
科
目
は
あ
り
ま
す
が
、
ク
ラ
ス
編

成
は
文
系
と
理
系
が
混
ざ
っ
た
総
合
的
な
ク
ラ

ス
で
、
高
校
三
年
間
ず
っ
と
そ
の
形
を
維
持
し

ま
す
。
そ
の
中
で
、
例
え
ば
理
科
で
あ
れ
ば
、

ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
や
遺
伝
子
操
作
問
題
を
と
り
上

げ
、
社
会
で
生
き
て
い
く
上
で
、
一
人
ひ
と
り

に
か
か
わ
っ
て
く
る
こ
の
問
題
を
ど
う
考
え
る

か
、
自
分
な
り
の
意
見
が
持
て
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

今
年
か
ら
文
部
科
学
省
が
、
教
科
で
も
特
別

活
動
で
も
な
い
、
新
た
な
「
第
三
の
領
域
」
と

し
て
位
置
づ
け
て
い
る「
総
合
的
学
習
の
時
間
」

が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
本
校
に
は
、
昭
和
三
十

年
代
か
ら
続
く
、
指
導
要
領
に
な
い
「
特
論
」

と
い
う
科
目
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
大
学
の
ゼ

ミ
と
同
じ
形
式
の
授
業
で
、
生
徒
が
一
つ
の
課

題
を
時
間
を
か
け
て
調
べ
あ
げ
発
表
し
て
討
論

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
基
礎
的
な
教
養
と
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
を
学
び
、
日
本
社
会
あ
る
い
は
世
界

の
中
で
生
き
て
い
く
力
に
な
る
教
育
を
行
っ
て

い
る
の
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

学
校
行
事
で
は
、
自
主
的
に
構
想
を
練
っ
て

組
織
を
作
り
上
げ
た
上
で
行
う
学
園
祭
「
岩
倉

祭
」
が
特
徴
で
す
。
学
校
行
事
の
ス
タ
ッ
フ
に

は
生
徒
の
誰
も
が
応
募
で
き
、
裏
方
な
ど
を
手

伝
う
と
い
う
伝
統
的
な
「
パ
ー
ト
制
」
が
あ
り

ま
す
。
演
劇
祭
で
は
、
音
響
と
照
明
を
セ
ッ
テ

ィ
ン
グ
す
る
音
響
照
明
パ
ー
ト
な
ど
も
あ
り
ま

す
。
考
え
方
の
違
う
人
と
い
か
に
う
ま
く
や
っ

て
い
く
か
と
い
う
よ
う
な
点
も
含
め
て
、
教
師

が
生
徒
た
ち
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
多
い
で
す
ね
。

司
会
●
続
い
て
香
里
中
学
校
・
高
等
学
校
の
湯

浅
先
生
、
お
願
い
し
ま
す
。

高等学校の学園祭「岩倉祭」
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ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
男
子
校
の
歴
史
を
も
つ

―
香
里
中
高
―

湯
浅
●
昨
年
二
○
○
一
年
に
、
同
志
社
香
里
中

学
校
・
高
等
学
校
に
な
っ
て
五
十
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
ま
た
、
高
等
学
校
で
女
子
生
徒
が
入

学
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
今
年
で
三
年
目
に

な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
年
度
か
ら
は
中
学
校

で
も
女
子
生
徒
が
学
ん
で
い
ま
す
。

本
校
は
大
阪
府
寝
屋
川
市
に
あ
り
ま
す
。
校

地
は
大
阪
と
京
都
の
中
間
に
位
置
し
た
丘
陵
地

に
あ
っ
て
、
背
後
に
薮
や
池
な
ど
が
あ
り
、
男

子
生
徒
ば
か
り
の
時
は
、
生
徒
が
そ
こ
に
自
由

に
出
入
り
す
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
な
、
ざ
っ
く

ば
ら
ん
な
雰
囲
気
で
し
た
。
生
徒
も
教
師
も
非

常
に
個
性
が
重
ん
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
は
社

会
科
の
教
師
で
す
が
、
授
業
で
は
得
意
な
分
野

を
よ
り
重
点
的
に
教
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

生
徒
の
個
性
で
す
が
、
香
里
中
高
の
生
徒
は

普
段
人
前
で
は
、
勉
強
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見

せ
な
い
の
で
す
が
、
わ
り
と
地
道
に
勉
強
し
て

い
ま
す
。
九
十
人
ほ
ど
の
生
徒
が
他
中
学
か
ら

入
っ
て
き
ま
す
が
、
香
里
中
学
出
身
者
は
あ
ま

り
勉
強
し
て
な
い
と
思
い
、
気
が
緩
む
の
で
し

ょ
う
か
、
高
校
最
初
の
試
験
で
は
内
部
進
学
生

が
成
績
上
位
を
占
め
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
香
里
の
生
徒
は
卒
業
し
て
か
ら
も

よ
く
訪
ね
て
く
れ
ま
す
ね
。

留
学
生
に
関
し
て
言
い
ま
す
と
、
五
年
ほ
ど

前
か
ら
、
高
校
二
年
生
の
ク
ラ
ス
に
毎
年
世
界

各
地
か
ら
二
人
を
一
年
間
受
け
入
れ
て
い
ま

す
。
短
期
留
学
生
は
今
ま
で
も
来
て
い
ま
し
た

が
、
一
年
間
一
緒
に
つ
き
合
う
と
な
る
と
、
突

っ
込
ん
で
話
を
す
る
必
要
が
あ
り
、
二
年
前
ブ

湯浅 博氏

ゆあさ・ひろし／1944年京都府生ま
れ。京都教育大学地理学専攻卒業。'67
年同志社香里中学校・高等学校に就
職。初年度から、約30数年間、中学１
年の地理の「身近な地域の観察」の単
元で、野外巡検・オリエンテーリン
グ・ウォークラリー・フィールドワー
クと形態を変えて実施し、一貫して班
別で行動させ、生徒自身が考え行動で
きることをめざした。また高校１年で
は毎年テーマを変えて、京都・大阪・
兵庫・奈良・滋賀をフィールドとし
て、丸１日を使って班別で現地へ行か
せた。その間全国地理教育研究会等で
発表する。海外経験も多く25カ国に足
跡を残し、特に南米ベネズエラでの2
年半の日本人学校赴任は、現在、国際
コースで比較文化を教えるのに多いに
役立っている。クラブ活動では、'68年
からワンダーフォーゲル部を担当し、
歴代顧問の在位記録を大幅に更新中で
ある。

ラ
ジ
ル
か
ら
来
た
留
学
生
が
英
語
を
あ
ま
り
話

せ
な
く
て
苦
労
し
た
経
験
も
あ
り
ま
す
。

最
近
は
、
学
校
行
事
に
地
域
の
人
を
招
待
す

る
こ
と
も
増
え
ま
し
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
の
祝
会

は
、
校
内
で
は
礼
拝
形
式
で
行
い
、
地
域
の
人

た
ち
を
招
い
て
も
う
一
度
行
っ
て
い
ま
す
。

司
会
●
次
に
国
際
中
学
校
・
高
等
学
校
の
春
日

先
生
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

国
際
感
覚
あ
ふ
れ
る
中
で
個
性
を
伸
ば
す

―
国
際
中
高
―

春
日
●
同
志
社
国
際
中
学
校
・
高
等
学
校
は
、

京
都
府
京
田
辺
市
の
同
志
社
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ

ス
に
あ
り
ま
す
。本
校
は
、当
時
の
文
部
省
の
後

押
し
も
あ
り
、
帰
国
生
徒
の
受
け
入
れ
を
主
た

る
目
的
と
し
た
高
等
学
校
と
し
て
創
設
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
種
の
高
等
学
校
と
し
て
は
国
際
基

督
教
大
学
高
等
学
校
、
暁
星
国
際
高
校
に
次
ぐ

三
番
目
の
学
校
で
す
。
同
志
社
の
伝
統
的
な
教

育
を
基
礎
に
し
て
、
一
九
八
〇
年
に
高
等
学
校

が
、
一
九
八
八
年
に
中
学
校
が
で
き
ま
し
た
。

国
際
中
高
に
は
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス

ク
ー
ル
の
よ
う
な
雰
囲
気
が
あ
る
と
よ
く
言
わ

れ
ま
す
。
現
在
、
生
徒
の
出
身
国
は
世
界
三
十

カ
国
、
在
留
経
験
国
を
含
め
ま
す
と
五
十
カ
国

弱
に
の
ぼ
り
ま
す
。
在
住
年
数
は
、
創
立
当
初

は
四
年
七
カ
月
ほ
ど
で
し
た
が
、
近
年
増
加
す

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
世
界
各
国
で
は
学
期
も

学
制
も
違
い
ま
す
の
で
、
本
校
で
は
中
学
校
一

年
生
の
七
月
編
入
か
ら
始
ま
っ
て
、
高
等
学
校

二
年
生
七
月
ま
で
編
入
学
の
機
会
が
あ
り
、
急

な
帰
国
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

高
等
学
校
一
年
生
の
段
階
で
は
学
年
総
数
の

三
分
の
二
を
帰
国
生
徒
か
ら
、
残
り
を
国
内
一

般
生
か
ら
受
け
入
れ
ま
す
。
留
学
生
の
受
け
入

れ
で
は
、
一
番
短
い
短
期
留
学
生
で
二
週
間
。

そ
の
他
三
カ
月
、
六
カ
月
、
一
年
間
の
留
学
生

も
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
本
科
生
と
し
て
三
〜

六
年
間
学
ん
で
い
る
十
カ
国
ほ
ど
の
留
学
生
も

含
め
ま
す
と
、
本
校
の
生
徒
構
成
は
極
め
て
多

様
で
す
。

い
ま
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
世
間
を
席
巻
し
て

い
ま
す
が
、
生
徒
が
応
援
し
て
い
る
国
は
さ
ま

ざ
ま
で
、
日
本
一
色
に
は
な
り
ま
せ
ん
。「
き

の
う
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
が
勝
っ
た

私
は
マ
ン

チ
ェ
ス
タ
ー
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
が
あ
る
近
く
に
住

ん
で
い
た
ん
や
」
と
い
う
生
徒
も
い
ま
す
。

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
伸
ば
し
て
い
く

た
め
に
、
国
際
中
高
で
は
三
つ
の
方
向
性
を
持

！！

春日清彦氏

かすが・きよひこ／1961年長野県生ま
れ。同志社大学文学部文化学科国文学
専攻卒業、同志社大学大学院文学研究
科修了後、'86年に同志社国際中学校・
高等学校の国語科教諭として就職。'95
～2001年、同志社海外・帰国生徒教育
センター副センター長。国際教育交流
センターの文部科学省委託研究に参
加、執筆。龍谷大学小島勝教授の帰国
子女教育共同研究に参加、執筆。クラ
ブ顧問としては、サッカー部を担当し、
京都府高校体育連盟サッカー部の専門
委員や、京都府サッカー協会審判イン
ストラクター・インスペクターを務め
る。

香里中高・中庭
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っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
生
徒
の
多
様
性
に
耐
え

う
る
ハ
ー
ド
の
面
で
す
が
、
一
九
九
七
年
に
完

成
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
そ

れ
に
当
た
り
ま
す
。

現
在
、
生
徒
全
員
が
ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

所
持
し
、
全
科
目
で
自
由
に
使
え
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
英
語
の
授
業
で
は
、
例
え
ば
、

中
学
二
年
生
に
な
る
と
、
イ
タ
リ
ア
の
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
ク
ー
ル
と
ほ
ぼ
同
レ
ベ
ル

の
英
語
力
持
っ
た
生
徒
と
一
年
間
、
英
語
で
ｅ

メ
ー
ル
の
交
換
を
す
る
と
い
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
も
あ
り
ま
し
た
。
授
業
時
間
内
に
彼
ら
か
ら

送
ら
れ
て
き
た
メ
ー
ル
を
読
ん
で
返
信
し
て
い

く
わ
け
で
す
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
メ
ー

ル
を
読
み
、
思
考
し
、
返
し
て
い
く
わ
け
で
す

か
ら
、
生
徒
自
身
が
自
分
で
思
考
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
そ
れ
に
よ
っ
て
総
合
的
な
英
語
力
が

身
に
つ
く
。
今
年
度
テ
ン
プ
ル
大
学
ジ
ャ
パ
ン

の
首
席
と
し
て
三
年
次
生
か
ら
ア
メ
リ
カ
本
校

に
い
く
学
生
が
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
生
徒
は

本
校
の
国
内
一
般
生
と
し
て
学
ん
で
い
ま
し

た
。二

つ
目
は
、
ソ
フ
ト
面
で
す
。
一
九
九
八
年

か
ら
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
下
で
、
学
校
五

日
制
を
実
施
し
、
多
様
な
生
徒
た
ち
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
リ
テ
ィ
ー
に
応
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

外
国
語
に
つ
い
て
は
、
本
校
に
は
専
任
の
外

国
人
ス
タ
ッ
フ
が
四
人
、
第
二
外
国
語
の
ス
タ

ッ
フ
ま
で
数
え
る
と
外
国
語

担
当
教
員
が
三
十
人
弱
い
ま

す
。
高
等
学
校
で
は
フ
ラ
ン

ス
語
、
ド
イ
ツ
語
、
ス
ペ
イ

ン
語
、
中
国
語
、
ハ
ン
グ
ル

の
五
カ
国
の
第
二
外
国
語
を

用
意
し
、
そ
れ
に
必
修
英
語
、

選
択
英
語
と
、
充
実
し
た
語

学
教
育
を
実
施
し
て
、
学
年

が
上
が
る
ご
と
に
、
自
分
の

興
味
に
そ
っ
て
選
択
の
幅
を

広
げ
て
い
け
る
よ
う
に
な
っ
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て
い
ま
す
。

総
数
で
八
十
一
の
選
択
科
目
が
あ
り
、
そ
の

中
に
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
よ
う
に
生
徒
が
独
自
に
展
開
し
て
い

く
授
業
も
あ
り
ま
す
。
大
学
入
試
に
対
応
し
な

が
ら
、
個
性
を
重
視
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編

成
し
て
い
ま
す
。

三
つ
目
の
特
長
は
、フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
で
す
。

教
員
が
生
徒
と
ど
れ
だ
け
深
い
信
頼
関
係
を
作

る
こ
と
が
で
き
る
か
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
の
条
件
と
し
て
は
、
少
人
数
制
の
ク
ラ

ス
が
不
可
欠
で
す
。

中
学
校
は
最
大
三
十
五
人
の
三
ク
ラ
ス
。
高

等
学
校
は
四
十
五
人
の
ク
ラ
ス
構
成
で
す
。
高

等
学
校
一
年
生
の
時
点
で
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
単
位

で
行
わ
れ
る
授
業
は
週
三
時
間
し
か
な
く
、
ほ

か
は
習
熟
度
別
授
業
で
す
。
英
語
で
言
え
ば
、

英
検
一
級
を
持
っ
て
い
る
生
徒
が
三
十
人
ほ

ど
、
準
一
級
が
約
百
五
十
人
お
り
、
習
熟
度
別

に
し
て
い
ま
す
。
国
語
も
、
日
本
の
学
校
に
通

っ
た
こ
と
が
な
く
漢
字
に
弱
い
生
徒
も
い
る
の

で
、
同
じ
よ
う
に
習
熟
度
別
の
ク
ラ
ス
に
し
て

い
ま
す
。
平
均
す
れ
ば
、
だ
い
た
い
三
十
人
前

後
の
ク
ラ
ス
に
な
り
ま
す
が
、
生
徒
一
人
の
授

業
も
あ
り
ま
す
。
私
が
今
教
え
て
い
る
ク
ラ
ス

は
高
校
一
年
生
が
四
人
、
中
学
三
年
生
が
五
人

的
な
教
育
を
し
て
い
る
の
で
、
高
校
に
そ
の
ま

ま
進
学
し
て
き
た
生
徒
と
他
校
か
ら
来
た
生
徒

と
の
間
に
は
、
文
化
の
違
い
と
い
う
か
、
あ
る

種
の
摩
擦
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

山
崎
●
同
志
社
高
校
で
は
、
一
ク
ラ
ス
四
十
五

人
ほ
ど
の
う
ち
他
校
出
身
の
生
徒
は
十
人
ほ
ど

で
す
。
す
ぐ
同
志
社
に
溶
け
込
む
生
徒
も
い
ま

す
が
、
規
律
の
厳
し
い
公
立
中
学
で
学
ん
で
き

た
生
徒
の
中
に
は
、
自
由
に
行
動
す
る
同
志
社

中
学
出
身
の
生
徒
に
対
し
て
も
の
す
ご
く
違
和

感
を
感
じ
る
人
も
い
る
よ
う
で
す
。
以
前
は
、

ク
ラ
ス
合
宿
を
入
学
後
の
早
い
時
期
に
行
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
今
は
、
苦
労
を
含
め
て
い
ろ

い
ろ
体
験
さ
せ
て
か
ら
、
七
月
に
一
泊
二
日
の

ク
ラ
ス
合
宿
を
設
け
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ

と
で
よ
り
生
徒
同
士
の
交
流
が
深
ま
り
ま
す
。

富
永
●
女
子
中
学
校
か
ら
女
子
高
校
に
進
学
し

て
く
る
生
徒
が
約
二
百
四
十
人
で
、
他
校
か
ら

の
入
学
が
二
十
人
ほ
ど
で
す
の
で
、
六
ク
ラ
ス

に
各
三
〜
四
人
の
外
部
生
し
か
お
ら
ず
、
あ
ま

り
目
立
ち
ま
せ
ん
。
最
初
は
同
志
社
の
自
由
に

違
和
感
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
時
間
が

経
つ
に
つ
れ
、自
然
に
溶
け
込
ん
で
い
き
ま
す
。

春
日
●
国
際
中
高
で
は
逆
に
、
国
際
中
学
出
身

者
が
一
学
年
の
う
ち
三
分
の
一
と
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
に
な
り
ま
す
か
ら
、
彼
ら
自
身
が
散
っ
て
い

く
と
い
う
感
じ
が
強
く
あ
り
ま
す
ね
。
そ
の
意

味
で
は
他
校
と
は
雰
囲
気
が
違
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

湯
浅
●
香
里
高
校
は
、
女
子
生
徒
を
含
め
て
学

年
総
数
の
五
分
の
一
ほ
ど
の
生
徒
が
新
た
に
入

学
し
て
き
ま
す
。
三
年
前
に
初
め
て
女
子
生
徒

が
入
学
す
る
際
に
、
国
際
コ
ー
ス
と
い
う
コ
ー

ス
を
二
ク
ラ
ス
新
た
に
つ
く
り
、
女
子
生
徒
を

四
十
五
人
募
集
し
ま
し
た
。
現
在
そ
の
二
ク
ラ

ス
は
男
女
の
比
率
が
半
々
。
文
理
コ
ー
ス
の
五

ク
ラ
ス
は
男
子
生
徒
ば
か
り
で
す
。
今
年
度
は

外
部
か
ら
男
子
生
徒
が
十
五
人
し
か
入
学
し
て

お
ら
ず
、
各
ク
ラ
ス
に
一
〜
二
人
ほ
ど
。
四
月

に
友
達
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
も
あ
り
徐
々
に
溶
け
込
ん
で
い
っ

て
い
ま
す
。

司
会
●
長
く
男
子
校
で
あ
っ
た
香
里
高
校
に
、

は
じ
め
て
女
子
生
徒
が
入
学
し
て
き
た
時
の
男

子
生
徒
の
受
け
止
め
方
は
ど
う
で
し
た
か
。

湯
浅
●
か
つ
て
の
男
子
校
時
代
か
ら
香
里
の
学

園
祭
に
は
、
大
げ
さ
に
言
え
ば
、
大
阪
じ
ゅ
う

の
女
子
高
生
が
集
ま
っ
て
き
て
い
ま
し
た
か

ら
、
女
子
生
徒
が
入
学
し
て
き
て
も
、
男
子
生

徒
は
さ
ほ
ど
驚
か
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

む
し
ろ
困
っ
た
の
は
教
師
の
ほ
う
で
し
て
、

一
期
生
は
だ
い
ぶ
甘
や
か
し
て
し
ま
い
ま
し
た

の
ク
ラ
ス
で
す
。

高
校
で
の
他
中
学
出
身
者
の
受
け
入
れ

司
会
●
同
じ
同
志
社
で
も
、
各
校
い
ろ
い
ろ
な

特
色
が
あ
り
ま
す
ね
。
各
高
校
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
、
他
の
中
学
校
か
ら
ど
れ
く
ら
い
の
数
の
生

徒
を
受
け
入
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

山
崎
●
同
志
社
高
校
に
は
、
同
志
社
中
学
か
ら

約
三
百
二
十
人
が
入
っ
て
来
ま
し
て
、
他
校
か

ら
九
十
人
ほ
ど
と
っ
て
い
ま
す
。

春
日
●
国
際
高
校
で
は
百
八
十
人
を
他
校
か
ら

受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
百
二
十
人
が

帰
国
生
徒
で
、
六
十
人
が
一
般
生
徒
で
す
。
内

部
進
学
生
が
約
九
十
人
で
す
。

湯
浅
●
香
里
高
校
で
は
、
今
年
の
場
合
、
学
年

総
数
の
五
分
の
一
ほ
ど
の
生
徒
が
新
た
に
他
中

学
か
ら
の
入
学
者
で
す
。

富
永
●
女
子
高
校
で
は
二
十
人
の
み
の
募
集
で

す
。
以
前
は
試
験
入
試
を
行
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
試
験
科
目
し
か
勉
強
し
て
こ
な
い
生
徒
が

多
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
現
在
は
中
学
校
で

の
成
績
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
資
格
取
得
な
ど
の

活
動
歴
を
含
め
た
総
合
的
評
価
で
、
学
校
推
薦

と
い
う
形
で
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

司
会
●
同
志
社
の
各
中
学
は
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性

国際中高のコミュニケーションセンターでの授業
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ね
（
笑
）。
今
年
か
ら
中
学
校
も
女
子
を
受
け

入
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ク
ラ
ス
に
三
分
の
一
く

ら
い
女
子
生
徒
が
い
ま
す
。
私
は
中
学
一
年
生

と
高
校
三
年
生
を
教
え
て
い
ま
す
が
、
高
校
三

年
生
の
四
十
人
の
ク
ラ
ス
に
約
半
数
ほ
ど
い
る

女
子
生
徒
は
す
ご
く
存
在
感
が
あ
り
ま
す
ね

（
笑
）。
男
子
生
徒
ば
か
り
の
時
と
は
ず
い
ぶ
ん

雰
囲
気
が
違
う
な
と
私
は
感
じ
て
い
ま
す
。

人
間
教
育
の
場
と
し
て
の
礼
拝
と
宗
教
教
育

司
会
●
同
志
社
は
キ
リ
ス
ト
教
主
義
に
も
と
づ

い
た
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
と
く
に
中
学
・

高
校
で
は
礼
拝
や
宗
教
教
育
を
重
視
す
る
こ
と

が
特
色
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
で
も
外
部
の
者

か
ら
す
る
と
、
厳
め
し
い
宗
教
儀
式
に
中
学
生

や
高
校
生
が
参
加
す
る
の
は
大
変
な
の
で
は
な

い
か
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
よ
う
で
す
。
礼

拝
や
宗
教
行
事
な
ど
は
、
実
際
に
は
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

富
永
●
女
子
中
高
で
は
礼
拝
を
毎
朝
行
っ
て
い

ま
す
。
礼
拝
で
は
教
職
員
、
教
会
牧
師
、
卒
業

生
、
大
学
教
授
、
社
会
人
の
方
を
招
い
て
、
幅

広
く
話
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。「
花
の

日
礼
拝
」
や
「
収
穫
感
謝
礼
拝
」
に
は
花
や
収

穫
物
を
持
っ
て
、
施
設
を
訪
問
し
ま
す
。
施
設

訪
問
の
歴
史
は
五
十
年
以
上
に
も
な
り
ま
す
。

他
に
も
多
様
な
宗
教
教
育
を
行
っ
て
い
て
、

例
え
ば
十
二
月
十
七
日
に
行
わ
れ
る
ペ
ー
ジ
ェ

ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
一
九
三
六
年
に

始
ま
り
ま
し
た
。
二
学
期
末
の
試
験
終
了
後
の

一
週
間
ほ
ど
で
、
す
べ
て
を
生
徒
た
ち
が
準
備

し
ま
す
。
共
学
の
中
で
は
な
か
な
か
発
揮
で
き

な
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
本
学
で
は
、

女
子
が
主
体
性
を
持
っ
て
活
動
し
て
い

ま
す
。

礼
拝
は
自
分
を
高
め
る
た
め
に
は
何

が
大
切
で
あ
る
か
を
生
徒
自
ら
考
え
、

選
択
す
る
、
良
い
機
会
に
な
っ
て
い
ま

す
。

川
瀬
●
中
学
校
の
礼
拝
で
は
、
教
員
が

登
壇
し
て
十
五
分
ほ
ど
話
を
し
ま
す

が
、
外
部
か
ら
講
師
を
招
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
何
よ
り
特
徴
的
な
の
は
、
生

徒
も
登
壇
す
る
こ
と
で
す
。
司
鐘
生

（
彰
栄
館
の
鐘
を
朝
と
昼
に
鳴
ら
す
担

当
の
生
徒
）
や
オ
ル
ガ
ン
演
奏
な
ど
で

奉
仕
活
動
を
し
た
生
徒
の
経
験
談
、
ま

た
生
徒
会
役
員
な
ど
の
話
は
ほ
ぼ
定
期

的
に
あ
り
ま
す
。

教
員
や
先
輩
の
話
は
ほ
ぼ
次
の
よ
う

な
も
の
と
い
え
ま
す
。
一
つ
は
ア
メ
リ

カ
で
起
こ
っ
た
同
時
多
発
テ
ロ
や
イ
ン
ド
、
パ

キ
ス
タ
ン
紛
争
の
よ
う
な
世
界
情
勢
の
中
で
の

出
来
事
を
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
の
か
の
問
題
提

起
を
行
う
。
二
つ
目
は
青
春
時
代
の
希
望
や
悩

み
に
つ
い
て
自
身
の
体
験
を
交
え
な
が
ら
、
人

と
し
て
の
生
き
方
を
考
え
る
。
三
つ
目
は
、
高

校
や
大
学
の
先
生
を
含
め
学
外
か
ら
招
い
た
講

座談会 同志社の中等教育
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師
に
よ
る
「
同
中
生
に
期
待
す
る
こ
と
」
と
い

う
主
旨
の
お
話
。

こ
の
よ
う
に
礼
拝
は
生
徒
に
と
っ
て
精
神
的

な
支
え
と
な
る
と
同
時
に
学
び
の
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。
新
島
先
生
が
期
待
さ
れ
て
い
た
の
も

こ
れ
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か

ら
、
花
の
日
礼
拝
や
収
穫
感
謝
礼
拝
の
と
き
な

ど
は
、
生
徒
が
家
か
ら
お
花
や
果
物
を
持
ち
寄

り
、
そ
れ
を
代
表
が
施
設
に
届
け
、
施
設
の
方

の
話
し
相
手
に
も
な
っ
て
、喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

富
永
●
女
子
中
高
の
礼
拝
で
も
、
い
ろ
い
ろ
な

方
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
り
、
生
徒
が
話
す
機

会
も
設
け
て
い
ま
す
。
毎
回
、
話
だ
け
で
は
生

徒
も
飽
き
る
の
で
、
時
に
は
管
弦
楽
、
琴
、
ハ

ン
ド
ベ
ル
、
マ
ン
ド
リ
ン
の
演
奏
や
聖
歌
隊
に

よ
る
音
楽
礼
拝
を
行
っ
て
い
ま
す
。

湯
浅
●
香
里
中
高
で
は
、
週
二
回
、
約
三
十
分

の
シ
ョ
ー
ト
礼
拝
が
あ
り
、
教
員
が
順
番
に
話

を
し
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て
、
二
週
間
に
一
回
、

五
十
分
の
ロ
ン
グ
礼
拝
、
春
と
秋
の
宗
教
教
育

強
調
週
間
に
外
部
の
方
を
招
い
て
い
ま
す
。
特

別
礼
拝
も
あ
り
ま
す
。
一
九
九
九
年
に
起
き
た

ト
ル
コ
や
台
湾
で
の
地
震
の
際
、
献
金
を
集
め

て
、
実
際
に
義
援
金
を
持
っ
て
行
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
礼
拝
は
曜
日
制
で
、
毎
日
行
っ

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
礼
拝
が

な
い
日
は
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
を
行
っ
て
お
り
、
終

礼
は
中
高
で
毎
日
行
い
ま
す
。
昨
年
九
州
に
修

学
旅
行
に
行
っ
た
時
に
、
長
崎
の
高
等
学
校
と

合
同
礼
拝
を
し
た
の
で
す
が
、
生
徒
は
学
校
の

中
と
は
違
い
、
き
ち
っ
と
し
た
態
度
で
参
加
し

て
い
ま
し
た
。
他
校
と
の
交
流
を
も
っ
と
積
極

的
に
や
っ
て
い
か
ね
ば
と
感
じ
て
い
ま
す
。

春
日
●
国
際
中
高
で
は
毎
日
礼
拝
を
行
っ
て
い

ま
す
。
特
徴
は
、
司
会
を
す
べ
て
宗
教
委
員
、

つ
ま
り
生
徒
が
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
彼
ら

は
合
宿
に
参
加
し
、
礼
拝
の
必
要
性
、
学
校
生

活
で
の
礼
拝
の
意
義
を
学
ん
だ
上
で
、
基
本
的

に
は
立
候
補
で
司
会
を
決
め
ま
す
。
礼
拝
で
は

英
語
、
第
二
外
国
語
に
よ
る
生
徒
の
ス
ピ
ー
チ

も
あ
り
、
第
二
外
国
語
で
あ
れ
ば
英
語
と
日
本

語
の
二
人
の
通
訳
が
つ
き
ま
す
。
ま
た
、
パ
イ

プ
オ
ル
ガ
ン
で
の
音
楽
礼
拝
な
ど
も
定
期
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

山
崎
●
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う

と
、
礼
拝
で
の
ス
ピ
ー
チ
の
基
本
は
学
校
や
社

会
の
中
で
、
生
き
方
を
ど
う
考
え
る
か
だ
と
思

い
ま
す
ね
。

高
等
学
校
で
は
、
週
二
回
の
学
年
礼
拝
だ
け

で
す
が
、
高
校
三
年
間
ず
っ
と
積
み
重
ね
て
い

く
中
で
、
何
か
を
感
じ
と
っ
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
教
と
は

何
か
と
い
う
こ
と
を
教
え
込
む
こ
と
で
は
な

く
、
生
き
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
他
者
と

共
に
生
き
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
を
考
え
さ

せ
る
の
が
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
教
育
だ
と
私
は

考
え
て
い
ま
す
。

富
永
●
各
校
の
礼
拝
に
共
通
し
て
言
え
る
と
思

う
の
で
す
が
、
受
け
身
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

生
徒
が
主
体
で
行
わ
れ
て
い
る
点
が
特
徴
で
す

ね
。
そ
こ
が
教
会
で
の
礼
拝
と
は
違
う
点
だ
と

思
い
ま
す
。

川
瀬
●
卒
業
生
が
訪
ね
て
く
る
と
、
真
っ
先
に

近
寄
っ
て
い
く
の
が
礼
拝
堂
で
す
。「
礼
拝
が

一
番
の
思
い
出
で
す
」
と
言
う
大
先
輩
も
た
く

さ
ん
い
ま
す
。

富
永
●
卒
業
後
に
普
段
な
か
な
か
聴
け
な
い
パ

イ
プ
オ
ル
ガ
ン
演
奏
を
聴
き
に
く
る
卒
業
生
も

い
ま
す
。

山
崎
●
同
志
社
高
校
の
チ
ャ
ペ
ル
で
は
土
曜
日

に
卒
業
生
の
結
婚
式
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が

よ
く
あ
り
ま
す
よ
。

花の日礼拝で桃山学園に訪れた女子中高の生徒たち
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司
会
●
か
つ
て
入
学
試
験
は
大
阪
府
、兵
庫
県
、

京
都
府
と
同
日
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
日

程
が
ず
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
各
校
と
も
遠
距

離
通
学
者
が
増
え
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。ま
た
、

最
近
の
生
徒
の
気
質
の
変
化
も
あ
り
ま
す
。
各

校
の
理
念
や
伝
統
を
維
持
し
な
が
ら
、
新
し
い

状
況
に
対
応
し
て
い
こ
う
と
す
る
各
校
の
取
り

組
み
な
ど
を
紹
介
し
て
下
さ
い
。

生
徒
会
活
動
を
大
事
に
し
て
い
く

富
永
●
女
子
中
高
で
は
京
都
市
内
か
ら
通
う
生

徒
が
以
前
と
比
べ
て
少
な
く
な
り
、
今
は
三
割

ほ
ど
で
す
。
京
都
府
下
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
、

滋
賀
県
、
奈
良
県
の
広
い
地
域
か
ら
生
徒
が
来

て
い
ま
す
。
そ
の
せ
い
か
最
近
は
京
言
葉
が
少

な
く
な
り
ま
し
た
。
授
業
を
潰
す
合
言
葉
の

「
先
生
、
御
所
に
行
こ
う
」
と
い
う
言
葉
を
生

徒
か
ら
聞
か
な
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
生
徒
た
ち
の
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て

き
て
、
そ
れ
に
対
応
し
て
い
く
に
は
、
教
師
と

生
徒
と
の
信
頼
関
係
を
作
っ
て
い
く
の
が
大
切

で
す
。

生
徒
会
活
動
も
大
切
で
す
。
生
徒
が
自
治
能

力
を
ど
れ
だ
け
発
揮
し
て
い
る
か
は
学
校
の
活

力
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
言
え
ま
す
。
中
学
校
に

は
、
中
央
委
員
会
、
高
等
学
校
に
は
、
代
議
委

員
会
が
あ
り
ま
す
。
以
前
、
数
人
の
生
徒
が
中

学
三
年
生
の
ス
キ
ー
学
習
を
高
校
一
年
生
に
な

っ
て
か
ら
実
施
し
て
ほ
し
い
と
全
学
年
か
ら
署

名
を
集
め
て
校
長
室
に
持
っ
て
き
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
時
校
長
は
「
一
度
、
生
徒
会
の

中
で
、全
体
の
問
題
と
し
て
考
え
て
み
な
さ
い
」

と
伝
え
、
代
議
委
員
会
で
考
え
る
よ
う
に
諭
し

ま
し
た
。
し
ば
ら
く
日
が
経
っ
て
か
ら
、
代
議

委
員
会
か
ら
校
長
に
要
請
書
を
提
出
し
て
き
ま

し
た
。
生
徒
た
ち
が
「
今
、
何
を
選
択
す
る
こ

と
が
大
切
な
の
か
」
を
全
体
の
こ
と
を
考
え
て

結
論
を
出
す
過
程
が
と
て
も
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。
自
治
能
力
を
の
ば
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

問
題
が
あ
れ
ば
、
個
人
的
に
利
己
的
な
言
動
を

と
る
の
で
な
く
、
代
議
委
員
等
を
通
し
て
民
主

的
に
解
決
す
る
方
策
を
生
徒
が
考
え
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
本
校
の
「
服
装
規
定
」
も
「
携
帯

電
話
所
持
」
に
つ
い
て
も
、
学
校
が
一
方
的
に

決
め
て
は
い
ま
せ
ん
。

今
、
何
が
必
要
で
、
何
を
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
、
何
が
自
分
た
ち
を
高
め
て
い
く
自

由
な
の
か
を
一
つ
ひ
と
つ
考
え
さ
せ
る
の
が
基

本
方
針
で
す
。

ク
ラ
ブ
活
動
は
、中
高
合
同
の
も
の
も
あ
り
、

高
校
三
年
生
が
中
学
一
年
生
を
教
え
る
こ
と
も

あ
り
、年
齢
が
離
れ
た
生
徒
間
で
学
ん
で
い
く
、
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そ
う
い
う
面
も
重
要
で
す
。

山
崎
●
同
志
社
高
校
で
は
、
選
出
さ
れ
た
新
生

徒
会
の
最
初
の
関
門
が
球
技
大
会
。
ま
っ
た
く

段
取
り
が
分
か
ら
ず
、
生
徒
は
生
徒
会
の
役
員

の
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
か
ら
、
切
れ
ま
く
る

（
笑
）。
こ
こ
で
学
ぶ
。
そ
う
い
う
体
験
を
通
し

て
秋
の
学
園
祭
の
時
に
は
生
徒
会
自
身
が
段
取

り
を
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。

司
会
●
公
立
高
校
で
は
生
徒
会
の
や
り
手
が
い

な
い
と
こ
ろ
が
多
い
と
聞
き
ま
す
ね
。

富
永
●
こ
れ
は
同
志
社
が
誇
っ
て
も
い
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
が
、
同
志
社
各
校
と
も
生
徒
会

の
役
員
が
途
切
れ
な
い
。
や
り
た
い
人
が
ど
ん

ど
ん
出
て
き
ま
す
。

川
瀬
●
同
志
社
の
生
徒
は
、
指
示
待
ち
人
間
で

は
な
く
、
独
自
の
企
画
を
作
っ
て
い
く
の
が
特

徴
で
す
。私
た
ち
も
そ
れ
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

春
日
●
私
は
、
生
徒
の
気
質
に
関
し
て
言
え
ば

根
本
的
な
も
の
は
何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
気
が

し
ま
す
。
現
在
の
状
況
を
考
え
て
も
基
礎
学
力

低
下
の
責
任
を
生
徒
の
側
に
持
っ
て
い
く
こ
と

自
体
に
問
題
が
あ
り
ま
す
。

国
際
高
校
で
は
、
Ｊ
Ｒ
東
西
線
が
開
通
し
た

こ
と
で
生
徒
の
出
身
地
は
非
常
に
広
域
化
し
ま

し
た
。
遠
く
は
姫
路
、
三
重
県
名
張
か
ら
来
て

い
る
生
徒
も
い
ま
す
。

学
校
五
日
制
に
な
っ
て
時
間
が
経
っ
て
い
ま

す
の
で
生
徒
た
ち
も
随
分
慣
れ
て
い
ま
す
。

さ
き
ほ
ど
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
話
を
し
ま
し
た

が
、
最
終
的
に
た
ど
り
着
く
コ
ン
セ
プ
ト
は

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
現
代
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
テ
レ
ビ
、
本

な
ど
の
情
報
や
教
師
の
話
は
す
べ
て
相
対
化
さ

れ
て
い
る
状
況
の
中
で
、
い
か
に
的
確
に
豊
富

な
情
報
を
集
め
て
、
自
分
の
見
解
を
構
築
し
て

い
く
か
が
問
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
を
他
者

に
ど
う
発
信
し
て
い
く
か
が
さ
ら
に
問
わ
れ
ま

す
。
他
者
が
同
じ
よ
う
に
し
て
き
た
時
に
も
、

他
者
を
尊
重
し
て
、
他
者
の
意
見
を
取
り
入
れ

て
い
く
。
そ
の
能
力
が
今
必
要
と
さ
れ
て
い
ま

す
。教

師
の
存
在
自
体
も
す
ご
く
相
対
的
な
世
界

に
入
り
こ
ん
で
い
る
と
述
べ
ま
し
た
が
、
教
師

に
は
、
生
徒
と
の
信
頼
関
係
、
人
間
関
係
の
中

で
、彼
ら
の
中
に
入
っ
て
い
け
る
部
分
が
あ
り
、

そ
こ
に
教
師
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
模
擬
授
業
を
行
う

湯
浅
●
香
里
中
高
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
が
京
都
府

と
大
阪
府
の
ち
ょ
う
ど
中
間
に
位
置
し
て
い
ま

す
の
で
、
大
阪
府
出
身
の
生
徒
が
多
く
、
京
都

府
南
部
、
奈
良
県
の
生
徒
も
い
て
、
最
近
は
兵

庫
県
あ
た
り
の
生
徒
が
増
え
て
い
ま
す
。
大
阪

府
は
公
立
高
校
の
レ
ベ
ル
が
高
く
、
入
試
が
併

願
制
だ
っ
た
時
に
は
、
香
里
に
受
か
っ
た
ら
公

立
高
校
の
ト
ッ
プ
校
を
受
け
、
落
ち
た
ら
香
里

に
入
学
す
る
。
そ
の
後
私
立
に
進
学
校
が
増
え

た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
公
立
高
校
の
ト
ッ
プ
校

の
次
に
あ
っ
た
本
校
の
位
置
が
今
微
妙
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

高
い
学
費
を
払
っ
て
同
志
社
香
里
に
く
る
意

味
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。大
阪
の
親
御
さ
ん
は
、

京
都
と
少
し
気
質
が
違
い
、
シ
ビ
ア
で
す
。
そ

れ
な
り
の
お
金
を
払
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ

れ
に
見
合
う
こ
と
を
や
っ
て
く
れ
と
き
つ
く
言

わ
れ
る
。

い
ま
大
阪
の
学
校
で
は
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
が
盛
ん
で
、
本
校
で
も
行
っ
て
い
ま
す
が
、

た
だ
単
に
学
校
の
説
明
や
施
設
案
内
を
し
て
ハ

ー
ド
面
の
充
実
を
い
う
の
で
は
な
く
、
ど
ん
な

授
業
を
行
っ
て
い
る
か
を
知
っ
て
も
ら
う
ソ
フ

ト
面
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
六
月
三
十
日

生
徒
の
変
化
と
各
校
の
取
り
組
み

高等学校の球技大会
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に
、
中
学
校
で
小
学
校
四
年
生
以
上
の
生
徒
を

対
象
に
模
擬
授
業
を
行
い
ま
す
。
例
え
ば
、
私

は
社
会
の
地
理
の
教
師
で
す
の
で
、
約
二
十
人

く
ら
い
の
生
徒
を
集
め
て
、
日
本
全
体
の
都
道

府
県
パ
ズ
ル
を
作
り
、
参
加
す
る
人
に
何
県
で

す
か
と
聞
く
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
や
古
代
人
の
骨

を
扱
っ
た
授
業
を
す
る
予
定
で
す
。
教
科
書
の

内
容
だ
け
で
な
く
、「
本
物
」
を
普
段
か
ら
重

視
し
て
い
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
で
す

ね
。（
注
・
当
日
の
参
加
者
は
、
親
子
合
わ
せ

て
約
二
千
五
百
人
で
し
た
）

ハ
ー
フ
サ
イ
ズ
の
授
業
を
取
り
入
れ
る

川
瀬
●
同
志
社
中
学
校
が
学
校
五
日
制
を
導
入

し
た
の
は
、
ふ
だ
ん
は
生
徒
が
一
日
の
大
半
を

学
校
で
過
ご
し
、
家
に
帰
っ
て
も
予
習
・
復
習

で
そ
の
日
が
終
わ
っ
て
し
ま
い
、個
性
を
磨
き
、

自
分
の
可
能
性
を
引
き
出
す
に
は
、
時
間
の
保

障
が
絶
対
に
必
要
だ
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
そ

の
分
、
土
曜
日
の
四
時
間
が
カ
ッ
ト
さ
れ
ま
し

た
か
ら
積
み
上
げ
教
科
で
あ
る
英
語
の
授
業
の

解
決
策
と
し
て
ク
ラ
ス
を
半
分
に
分
け
て
行
う

ハ
ー
フ
サ
イ
ズ
の
授
業
を
採
り
入
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
体
育
、
技
術
、
家
庭
科
も
ハ
ー
フ
サ

イ
ズ
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
他
の
教
科
は
、

内
容
を
精
選
す
る
と
と
も
に
中
味
の
濃
い
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
本
校
で
は
指
導
要
領
を
超

え
た
授
業
を
か
な
り
以
前
か
ら
行
っ
て
い
ま

す
。
英
語
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
は
、
最
近
と

座談会 同志社の中等教育
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く
に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
年
生
の
週
四
時

間
の
英
語
の
授
業
は
す
べ
て
ハ
ー
フ
サ
イ
ズ

で
、
ま
た
二
、
三
年
生
は
五
時
間
の
う
ち
二
時

間
を
ハ
ー
フ
サ
イ
ズ
、
一
時
間
が
ネ
イ
テ
ィ
ヴ

ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
授
業
で
す
。
生
徒
の
英
語

で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
が
高
い
た
め

か
、
中
学
生
で
英
検
準
二
級
を
取
得
し
て
い
る

生
徒
も
多
く
、
英
検
の
団
体
表
彰
も
た
び
た
び

受
け
て
い
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
、
学
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
構
築
し

て
、
生
徒
全
員
が
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
持
っ

て
お
り
、
貸
し
出
し
用
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
も
各

授
業
で
の
使
用
が
可
能
で
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
映

さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
有
名
に
な
っ
た
経
済
の

授
業
で
の
バ
ー
チ
ャ
ル
投
資
や
技
術
の
授
業
で

の
機
械
制
御
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
な
ど
に

も
力
を
い
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
実
証
的
に
学
ぶ
と
い
う
こ
と
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
教
室
・
設
備
の
ハ
ー
ド
面
も

充
実
し
て
い
て
、
例
え
ば
理
科
で
は
物
理
、
化

学
、
地
学
、
生
物
の
四
つ
の
専
門
教
室
が
あ
り

ま
す
。
実
験
器
具
な
ど
も
一
人
に
一
台
、
あ
る

い
は
二
人
に
一
台
と
充
実
し
て
い
ま
す
。
修
学

旅
行
に
か
わ
り
、
学
年
ご
と
の
キ
ャ
ン
プ
が
あ

る
な
ど
行
事
も
豊
富
で
す
。

学
園
祭
で
は
、
生
徒
が
自
ら
脚
本
を
作
り
、

照
明
、
音
響
、
衣
装
な
ど
す
べ
て
手
分
け
し
て

劇
を
つ
く
り
あ
げ
ま
す
。

最
大
の
特
徴
は
、
発
達
段
階
で
極
め
て
重
要

な
〃
中
学
生
時
代

に
、
私
た
ち
が
き
め
細
や

か
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
そ
の

点
は
保
護
者
の
方
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。ベ

ー
ス
を
重
視
し
た
教
育
を
行
っ
て
い
く

山
崎
●
大
学
が
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
め
ざ
す
な

ら
、
高
校
は
ゼ
ネ
ラ
ル
な
位
置
に
あ
っ
て
も
い

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。全
国
的
に
は
、

私
立
、
公
立
を
問
わ
ず
と
り
た
い
科
目
だ
け
や

れ
ば
い
い
と
い
う
傾
向
が
強
ま
る
中
で
、
本
校

は
ベ
ー
ス
を
大
事
に
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
意

識
し
て
い
ま
す
。

生
徒
自
身
が
情
報
を
集
め
て
自
分
の
将
来
を

決
断
す
る
能
力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
早
く
か
ら
文
系
・
理
系
の
コ
ー
ス
に
分
け

る
の
で
は
な
く
、
い
ろ
ん
な
も
の
に
興
味
を
持

た
せ
る
よ
う
な
教
育
を
し
て
い
ま
す
。
そ
う
す

れ
ば
本
当
に
や
り
た
い
も
の
が
見
つ
か
る
の
で

は
と
考
え
て
い
ま
す
。
個
性
を
生
か
す
と
い
う

の
は
、
ベ
ー
ス
を
作
っ
た
上
で
、
生
徒
自
身
が

判
断
し
て
取
り
組
ん
で
行
く
も
の
で
す
。

た
だ
、
選
択
科
目
は
英
語
が
好
き
な
ら
そ
の

科
目
ば
か
り
選
択
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
な

幅
の
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い

社
大
学
や
女
子
大
学
に
な
い
学
部
、
た
と
え
ば

医
学
部
、
薬
学
部
に
行
き
た
い
生
徒
も
た
く
さ

ん
お
り
、
そ
の
生
徒
た
ち
に
今
ま
で
以
上
に
対

応
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
土
曜
日
の
四
時
間

を
そ
れ
に
充
て
て
い
き
ま
す
。
中
学
校
で
四
十

人
の
生
徒
を
募
集
し
ま
す
が
、中
学
三
年
間
は
、

他
の
生
徒
と
混
じ
っ
て
学
び
、
高
校
生
に
な
っ

て
か
ら
進
路
に
合
っ
た
勉
強
を
し
ま
す
。

五
日
制
、
学
力
保
障
、
同
大
・
同
女
大
へ
の

推
薦
進
学
、自
立
を
う
な
が
す
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、

同
大
・
同
女
大
に
な
い
コ
ー
ス
へ
の
進
学
等
、

色
々
な
こ
と
を
新
し
く
大
切
に
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
社
会
の
動
き
の
中
で
、
同
志
社
五
中

高
が
ど
う
し
て
い
け
ば
い
い
か
を
、
赤
裸
々
に

話
し
合
っ
て
い
か
な
い
と
、
同
志
社
教
育
そ
の

も
の
が
脅
か
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

山
崎
●
小
学
校
・
中
学
校
の
教
育
内
容
が
週
五

日
制
に
と
も
な
い
、三
割
減
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
の
同
志
社
で
の
中
等
教
育

中学校のパソコン授業

司
会
●
公
立
学
校
も
他
の
私
学
も
さ
ま
ざ
ま
な

改
革
や
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
同
志
社
で
は
中
等
教
育
は
ど
の
よ
う
な
方

向
を
め
ざ
す
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。

富
永
●
今
、
公
立
学
校
が
、
私
学
が
こ
れ
ま
で

行
っ
て
い
た
授
業
や
行
事
に
取
り
組
み
、
ま
た

他
の
私
立
で
も
同
志
社
が
行
っ
て
い
る
よ
う
な

取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。
同
志
社
教
育
そ

の
も
の
を
大
切
に
し
て
い
く
と
同
時
に
、
組
織

的
あ
る
い
は
制
度
的
な
構
造
改
革
も
や
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
、
社
会
に
対
し
て
の
ア
ピ
ー
ル
度

が
弱
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

女
子
中
高
で
は
、
二
〇
〇
三
年
度
か
ら
同
志

社
大
学
、
女
子
大
学
へ
の
推
薦
進
学
を
基
本
と

し
た
「
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
コ
ー
ス
」
と
医
・

歯
・
薬
・
理
工
系
の
「
ワ
イ
ル
ド
・
ロ
ー
ヴ
ァ

ー
コ
ー
ス
」
の
二
つ
の
コ
ー
ス
制
を
実
施
し
ま

す
。
ワ
イ
ル
ド
･
ロ
ー
ヴ
ァ
ー
コ
ー
ス
は
同
志

く
た
め
に
も
、富
永
先
生
が
言
わ
れ
た
よ
う
に
、

教
師
一
人
ひ
と
り
が
、
生
徒
と
信
頼
関
係
を
作

っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

〃
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そ
の
分
が
高
等
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
し
わ

寄
せ
が
か
か
り
、
非
常
に
窮
屈
で
す
。
一
方
、

高
等
学
校
の
授
業
が
増
え
て
い
る
か
と
い
え
ば

減
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
中
高
で
基
礎
学

力
を
ど
う
身
に
付
け
て
い
く
か
が
、
私
学
・
公

立
を
問
わ
ず
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
く
る
の
は

明
白
で
す
。

女
子
中
高
は
そ
の
一
部
を
中
学
へ
回
す
こ
と

で
問
題
を
改
善
す
る
と
富
永
先
生
が
お
っ
し
ゃ

っ
て
い
ま
し
た
が
、
知
識
を
詰
め
込
ん
で
た
く

さ
ん
覚
え
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
生
徒
自
身
が

使
え
る
学
力
を
ど
う
つ
け
て
い
く
の
か
大
き
な

課
題
で
す
。
同
志
社
の
高
等
学
校
と
大
学
の
交

流
を
よ
り
活
発
化
さ
せ
、
生
徒
が
最
先
端
の
内

容
を
知
り
、
自
分
も
し
て
み
た
い
と
勉
学
に
励

ん
で
い
く
。
同
志
社
の
一
貫
教
育
の
中
で
、
高

大
連
携
の
果
た
す
役
割
を
今
以
上
に
研
究
し
て

い
く
べ
き
で
す
。

富
永
●
高
等
学
校
と
大
学
の
懇
談
会
が
あ
り
ま

す
が
、「
高
大
連
携
」
も
大
切
で
す
。

春
日
●
少
子
化
の
中
で
、
有
望
な
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
生
徒
の
弟
、
妹
さ
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。

お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
姉
ち
ゃ
ん
の
同
志
社
で
身
に

付
け
た
雰
囲
気
と
人
間
性
、
ま
た
楽
し
そ
う
に

学
校
に
行
っ
て
勉
強
し
て
い
る
姿
を
見
て
、
自

分
も
行
き
た
い
と
思
っ
て
も
ら
う
。

全
国
入
賞
を
何
人
し
た
と
か
、
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
に
こ
れ
だ
け
行
き
ま
し
た
と
か
、
そ
れ
は
見

え
や
す
く
伝
わ
り
や
す
い
の
で
す
が
、
礼
拝
の

中
で
知
ら
な
い
間
に
培
わ
れ
て
い
る
人
間
性
は

な
か
な
か
伝
わ
り
に
く
い
。
ど
う
い
う
生
徒
を

入
学
さ
せ
る
か
と
い
う
問
題
以
上
に
、
入
学
し

て
か
ら
の
生
徒
の
伸
長
度
を
ど
う
伝
え
る
の
か

を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

阪
神
大
震
災
の
時
、
テ
レ
ビ
で
英
語
と
日
本

語
で
現
地
の
取
材
を
し
て
い
た
レ
ポ
ー
タ
ー
は

国
際
高
校
出
身
で
し
た
。
高
校
三
年
間
、
片
言

の
日
本
語
し
か
話
せ
ず
、
授
業
を
テ
ー
プ
に
録

っ
て
、
寮
に
帰
っ
て
か
ら
友
達
に
意
味
を
説
明

し
て
も
ら
い
な
が
ら
勉
強
し
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
そ
の
よ
う
な
雰
囲
気
の
中
で
、
彼
ら

は
潜
在
能
力
を
最
大
限
に
開
花
さ
せ
て
い
っ
て

く
れ
る
わ
け
で
す
。
一
貫
教
育
で
、
あ
る
程
度

完
結
し
た
も
の
を
追
究
で
き
、
そ
れ
が
行
事
、

礼
拝
に
反
映
さ
れ
て
生
徒
の
人
間
性
を
育
ん
で

い
る
と
い
う
点
な
ど
、
伝
わ
り
に
く
い
も
の
を

同
志
社
全
体
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
で
き
れ
ば
す
ご

く
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま

す
。

川
瀬
●
外
か
ら
み
る
と
、
同
志
社
の
各
校
が
そ

れ
ぞ
れ
単
発
で
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
の
は
も
っ

た
い
な
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
建
学
の
精
神
を
バ

ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し
て
同
志
社
五
中
高
が
ま
と
ま

っ
て
外
に
向
か
っ
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
あ

っ
て
よ
い
の
で
は
と
。
そ
の
上
で
、
二
十
一
世

紀
型
の
私
学
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
各
校
が
主

体
的
に
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

湯
浅
●
子
供
が
多
い
時
は
、
生
徒
同
士
の
競
争

も
激
し
く
、
同
志
社
の
中
学
校
、
高
等
学
校
に

入
れ
ば
楽
に
同
志
社
大
学
に
入
れ
る
と
い
う
の

が
、
生
徒
に
と
っ
て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
少
子
化
の
時
代
は

生
徒
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
ど
う
答
え
て
い
く
か

が
重
要
で
す
。

富
永
●
以
前
は
、
同
志
社
の
各
中
高
で
交
流
が

あ
っ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
は
希
薄
化
し

て
い
ま
す
。
お
互
い
に
情
報
を
交
換
し
て
切
磋

琢
磨
す
べ
き
で
す
ね
。

司
会
●
同
志
社
大
学
で
、
同
志
社
四
高
校
出
身

者
の
学
生
と
接
し
て
い
て
感
じ
る
の
は
、
各
校

の
個
性
の
違
い
も
あ
り
ま
す
が
、
共
通
し
て
い

る
の
は
良
い
意
味
で
「
自
由
に
慣
れ
て
い
る
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
い
わ
ゆ
る
「
内
部
生
」
は
、

自
由
な
環
境
の
中
で
生
き
て
い
く
す
べ
を
大
学

入
学
時
に
す
で
に
持
っ
て
い
る
人
が
多
い
で
す

ね
。
一
般
の
高
校
か
ら
来
た
一
年
次
生
な
ど
に

は
、
自
由
な
環
境
の
中
で
何
を
や
っ
て
い
い
の

か
分
か
ら
な
く
て
、
と
り
あ
え
ず
授
業
に
出
て

い
る
だ
け
と
い
う
状
態
の
学
生
も
多
く
見
ら
れ

ま
す
。
そ
れ
に
比
べ
、
答
え
が
な
い
問
題
を
突

き
つ
け
ら
れ
た
時
に
同
志
社
の
四
高
校
出
身
者

は
、
非
常
に
鮮
や
か
な
解
答
を
す
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
が
同
志
社
的
な
ス
ピ
リ
ッ
ト
な

の
か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

お
話
に
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
女
子
中
学

校
・
高
等
学
校
で
は
新
コ
ー
ス
制
が
、
香
里
中

学
校
・
高
等
学
校
で
は
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
学
と
中
高
で
連
携
を

と
り
な
が
ら
少
子
化
の
時
代
に
対
応
し
た
取
り

組
み
を
さ
ら
に
活
発
化
し
て
い
く
。
そ
れ
が
、

今
同
志
社
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

本
日
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
二
〇
〇
二
年
六
月
十
日
大
学
ハ
リ
ス
理
化
学

館
で
収
録
）

女子中高のクリスマスページェント香里高等学校の国際コースの授業

国際中高の小クラスの授業（スペイン語）
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同志社中学校

創立年：1875年
生徒数：971人（うち女子526人）
教職員数：78人
所在地：京都市上京区烏丸通今出川

上ル東入岡松町294
電　　話：075（251）4353
ホームページアドレス：
http://www.jhs.doshisha.ac.jp/

2003年度入試案内
募集人員：約320人（男女）
試験日：2003年1月29日（水）
出願期間：2003年1月6日（月）

～1月15日（水）
合格発表：2003年1月31日（金）

午後郵送予定
試験科目：国語、社会、理科、算数

学校説明会（保護者対象）
2002年10月12日（土）13時30分～15時30分

同志社女子中学校・高等学校

創立年：1876年
生徒数：中学校716人、高等学校787人
教職員数：115人
所在地：京都市上京区今出川通寺町

西入玄武町602－1
電　　話：075（251）4305
ホームページアドレス：
http://www.girls.doshisha.ac.jp/

2003年度入試案内
〈中学校〉
募集人員：リベラル・アーツコース約200人

（同志社大学・同志社女子大学へ
の推薦進学を基本としたコース）
ワイルド・ローヴァーコース約40人
（医・歯・薬・理工コース）

試験日：2003年1月29日（水）、30日（木）
出願期間：2003年1月8日（水）～17日（金）
合格発表：2003年1月31日（金）郵送
試験科目：両コースとも国語、算数、

社会、理科
〈高等学校〉
募集人員：約20人
試験日：2003年2月10日（月）
出願期間：2003年1月20日（月）～24日（金）
合格発表：2003年2月13日（木）郵送
試験科目：調査書、中学時代の活動

歴、作文、面接

入試説明会（保護者・受験生対象）
〈中学校〉
2002年10月19日（土）14時30分～

〈高等学校〉
2002年10月19日（土）13時～
見学可能行事：
文化祭バザー　2002年10月5日（土）

9時～15時
クリスマスページェント
2002年12月17日（火）17時～

同志社高等学校

創立年：1948年
生徒数：1,211人（うち女子618人）
教職員数：93人
所在地：京都市左京区岩倉大鷺町89
電　　話：075（781）7121
ホームページアドレス：

http://www1.doshisha.ac.jp/̃high/

2003年度入試案内
募集人員：約90人（男女）
試験日：2003年2月10日（月）、11日（火）
出願期間：2003年1月22日（水）

～1月29日（水）
合格発表：2003年2月14日（金）

10時HP発表、および郵送
試験科目：国語、理科、社会

数学、英語

入試説明会（保護者・受験生対象）
2002年10月26日（土）14時～
〈施設見学可〉

同志社香里中学校・高等学校

創立年：1951年
生徒数：中学校746人（うち女子77人）

高等学校925人（うち女子131人）
教職員数：121人
所在地：大阪府寝屋川市三井南町15－1
電　　話：072（831）0285
ホームページアドレス：
http://www.kori.doshisha.ac.jp/

2003年度入試案内
〈中学校〉
募集人員：約240人（男女）

Ａ入試（一般）
男子約125人・女子約65人

B入試（協定校）
男子約35人・女子約15人

試験日：2003年１月29日（水）
出願期間：2003年1月6日（月）～15日（水）
合格発表：2003年1月30日（木）
試験科目：Ａ入試　国語、社会、理科、算数

Ｂ入試　作文、面接
〈高等学校〉
募集人員：文系・理系コース、

国際コース　　男子約15人
国際コース　　女子約45人

試験日：2003年2月10日（月）
出願期間：2003年1月27日（月）～30日（木）
合格発表：2003年2月12日（水）
試験科目：作文、面接（個人報告書の教科評

定、特別活動などもあわせて考慮）

入試説明会（保護者・受験生対象）
〈中学校〉 2002年10月19日（土）15時～

11月 9日（土）15時～
〈高等学校〉2002年11月 9日（土）14時～

11月23日（土）14時～
12月 7日（土）14時～
〈施設見学可〉

同志社国際中学校・高等学校

創立年：1980年
生徒数：中学校288人（うち女子184人）

高等学校792人（うち女子430人）
教職員数：133人
所在地：京都府京田辺市多々羅都谷60－1
電　　話：0774（65）8911
ホームページアドレス：
http://www.intnl.doshisha.ac.jp/

2003年度入試案内
〈中学校〉
募集人員：約60人（帰国生徒）、約30人（一般生徒）
試験日：2003年1月28日（火）（帰国生徒のみ）、

29日（水）
※各学年ごとに1月、7月の年2回、編入試験が
あります
出願期間：2002年11月28日（木）

～12月6日 （金）（帰国生徒）
2003年1月14日（火）

～17日（金）（一般生徒）
合格発表：2003年2月3日（月）郵送予定
試験科目：帰国生徒

A選考　面接、作文（日本語以
外）、書類審査

B選考 国語、算数、理科、社会
一般生徒 国語、算数、理科、社会

〈高等学校〉
募集人員：約120人（帰国生徒）、約60人（一般生徒）
試験日：2002年12月 9日（月）、10日（火）

2003年 2月 9日（日）、10日（月）
2003年 2月10日（月）、11日（火）（一般生徒）

（試験地は日程により異なるが、ニューヨーク、
シンガポール、ロサンゼルス、ロンドン、京都）
※高1は7月、高2は12月（A選考のみ）、2月、7
月に編入試験があります
出願期間：2002年10月31日（木）～11月7日（木）

（12月入試・帰国生徒のみ）
2003年1月 9日（木）～16日（木）（帰国生徒）
2003年1月21日（火）～24日（金）（一般生徒）

合格発表：2002年12月17日（火）（12月入試）
2003年 2月14日（金）（2月入試）
※いずれも郵送予定

試験科目：帰国生徒
A選考　面接、小論文（日本語

以外）、書類審査
B選考 国語、数学、英語
一般生徒 国語、数学、英語、

理科、社会

入試説明会（保護者・受験生対象〈施設見学可〉）
〈中・高とも〉2002年10月5、12日（土）13時30分～

｝帰国生徒（ ）


